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陸別 町周 辺 にお け る盆地冷却観 測

加藤 晋,高橋修平,百武欣二 (北見工業大学),石橋 勉 (陸別町しばれ研)

1 はじめに

道東に位置する足寄郡陸別町は,幌加内町母子里と並んで北海道の中でもさらに低温域であ

り,最低気温記録がよく報告される地域である 過去に国鉄の観測で低温記録がよく報告され

ていた小和l別 (陸別町)において,各種気象観測が数年間行われてきている 今回は陸別町周

辺域に観測範囲を広げ '95～ '96に わたつて低温域がどのような条件で起こり,ま た地理的に

はどのような地形でより低温 となるのかを調べた この低温気候出現の研究は,こ れまで陸別

町で行われてきた自動車試験用氷結露作成や極地用氷掘削装置野外実験,および農作物の低温

貯蔵など寒冷気候利用の基礎データとなり,さ らには南極大陸の斜面下降風発生のメカニズム

解明につながるものである

2 観測装置・観測地点

使用するデータは,本大学で設置 した自

動観測装置による気温データ  (10分毎記

録)と ,陸別町しばれ技術開発研究所の各

種気象データである.観測地点は,A地点

:陸別地区,B地点 :関地区,C地点 :日

宗地区,D地点 :陸別町小利別地区丘の上 ,

E地点 :同 地区丘の下の 5地点である (図

1)さ らにこれらのデータに加えて,国
土地理院発行の1/50000地 形図を用いて最

低気温出現の条件の検討を行つた    =

3 観測結果

表 1に 1996年の各観測地点における最低気温

の記録を示す 最も気温が下がつたのは関地区

で, 348℃ であつた 他の観測地点との気温

差が 2℃以上,温位差が 3℃以上もあつたこと

か らより冷たい空気塊が形成されていると考え

られる 一般には高度が上がるとそれにつれて

気温も低 くなるが,こ の場合は逆であり盆地冷

却による気温逆転現象が起きている

小利別地区丘の上・下において,1996年 1月 における気温の,時間帯別の月最低値 。平均値

を図 2に示す 日が沈む時間帯から急激に気温が下がり, 日が昇る時間帯まで徐々に冷却を増

し,その後は日射の影響で気温は上がつていく さらに最低値・平均値ともに丘の上より丘の

下の方が日中は高く,夜間は低く, 1日 を通 しての格差が大きい

また,1996年 1月 の陸別地区における朝 6時の気温と風速の関係を図 3に示す 風速の強弱

に関わらず気温はほぼ 0～ 10℃程度の値となっているが,風速が 2■/s以下になると強い低温

図1 観測地点全体図
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度 とな リー30℃ を下回ることもあつた 放射冷却によって気温が下がるにつれて逆転層が発生

すると,冷気層は地表面付近に安定な状態となった空気塊を形成 し,風の侵入が妨げられて大

気の経乱が起きにくくなるのである
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図 2 丘の上 下の時間帯別月最低 平均気温

(1996/01)

図 3 陸別地区の気温と風速の関係
(1996/01,06:00)

4 考察

気温低下の要因としては,雪面付近で放射冷却によりできた冷気層が,斜面においては下降

流となって谷部に流れ込んでそこに冷気がたまるものと思われ,南極大陸の斜面下降風 と同じ

ような現象が小規模に発生 していると考えられる そ して,地形的に冷気層が厚 くたまる地域

では放射冷却が進み,さ らに冷却されると考えられる

ここで地表面か らの冷却度合いを考える 樹木の有無による影響を考えた場合,双方とも上

空に移動する熱量は等 しく全て放射されるものとし,無風状態であると仮定する 無風状態と

い うことは,他からの空気が流れ込んでこないため大気の擾乱が起こらず地表からの顕熱輸送

が行われないのである まず樹木などがある場合,木の高さまで空気は均等に冷却 される傾向

にあるが,それより高い ところではあま り放射冷却の影響を受けない よって木の高さまでの

冷却度合いが大きい 次に樹木などがない場合を考えてみる この場合,放射は地表面からの

みされるので地表面付近だけが大きく冷却 され,そ こより上空の地点の冷却量はほとんどない

ために地表近傍がより低温となる つまり,樹木などがない方が地表面付近はより低い温度が

出現する この面が斜面であるとき,よ り低温な空気層が移動 しやす く斜面を下つて冷気湖を

形成する効果が大きい

最低気温が出たのは関地区であり,こ の地区は流域面積こそ一番小さいが,緩い傾斜の平坦

な牧草地帯が広がっている 樹木のない害」合が大部分を占めるため,他の地点より低温域が出

硯すると考えられる
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